
忘
れ
る
な

土
砂
災
害
の
恐
ろ
し
さ

自
然
災
害
に
よ
る
死
者
の
約
6
割

不
意
に
訪
れ
る
恐
し
い
土
砂
災
害
ｌ

平
地
が
少
な
く
、
起
伏

の
激
し
い
国
土
に
多
く
の
人
々
が
暮
ら
し
て
い
る
日
本
で
は
、
不

意
に
襲
っ
て
く
る
土
石
流
、
地
す
べ
り
、
が
け
崩
れ
な
ど
に
よ
り

多
く
の
尊
い
人
命
や
大
切
な
財
産
が
奪
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た

め
建
設
省
は
毎
年
六
月
を
土
砂
災
害
防
止
月
間
と
定
め
、
砂
防
事

業
を
は
じ
め
と
す
る
土
砂
災
害
対
策
の
重
要
性
を
訴
え
て
い
ま
す
。

あ
な
た
の
家
の
周
囲
は
大
丈
夫
で
す
か
？
わ
た
し
た
ち
の
暮
ら
し

を
恐
し
い
土
砂
災
害
か
ら
守
る
た
め
、
日
ご
ろ
か
ら
の
対
策
を
怠

ら
な
い
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

土
砂
災
害
に
弱
い
国
土

日
本
列
島
は
、
も
ろ
い
地
質
に

覆
わ
れ
た
火
山
国
で
、
国
土
の
7
0

％
以
上
が
山
地
や
丘
陵
地
で
占
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
梅

雨
ど
き
や
台
風
シ
ー
ズ
ン
に
は
、

大
量
の
土
砂
が
水
と
一
緒
に
渓
流

を
一
挙
に
流
れ
出
す
土
石
流
や
大

き
な
範
囲
で
土
地
が
滑
り
出
す
地

す
べ
り
、
突
然
土
砂
が
崩
れ
出
す

が
け
崩
れ
が
発
生
し
て
、
大
き
な

被
害
を
も
た
ら
し
て
い
る
の
で
す
。

こ
う
し
た
土
砂
災
害
は
突
然
発

生
し
、
一
瞬
の
う
ち
に
人
家
を
襲

う
た
め
、
ほ
か
の
災
害
と
比
べ
、

多
数
の
犠
牲
者
を
出
す
こ
と
が
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

近
年
で
は
、
死
者
・
行
方
不
明

者
2
9
9人を
出
し
た
昭
和
5
7年
7
月

の
長
崎
災
害
や
、
そ
の
ち
ょ
う
ど

一
年
後
に
起
こ
っ
た
島
根
災
害
な

ど
、
壊
滅
的
な
被
害
を
も
た
ら
し

ま
し
た
。

ま
た
、
長
門
市
で
は
昭
和
5
5年

8
月
末
に
発
生
し
た
土
砂
災
害
で

2
人
が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

昭
和
4
2年
以
降
こ
れ
ま
で
の
2
1

年
間
に
、
自
然
災
害
に
よ
る
死
者

は
4
千
5
0
0

人
を
超
え
ま
す
が
、

そ
の
う
ち
約
6
割
が
土
砂
災
害
に

よ
る
も
の
で
、
い
か
に
恐
し
い
も

の
で
あ
る
か
が
わ
か
り
ま
す
。

地
域
ぐ
る
み
で

避
難
体
制
の
確
立
を

「
災
害
は
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ

て
く
る
」
と
い
わ
れ
ま
す
が
、ふ
だ

ん
か
ら
地
域
住
民
が
災
害
に
対
す

る
知
識
を
深
め
、
防
災
意
識
を
高

め
る
こ
と
で
、
い
ざ
と
い
う
場
合

に
被
害
を
少
な
く
す
る
こ
と
が
で

き
る
も
の
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

豪
雨
や
台
風
の
気
象
情
報
に
注
意

す
る
と
と
も
に
、
避
難
場
所
は
ど

こ
か
、
そ
し
て
ど
う
や
っ
て
避
難

す
る
か
と
い
っ
た
防
災
知
識
を
ふ

だ
ん
か
ら
身
に
つ
け
る
な
ど
、
地

域
ぐ
る
み
で
避
難
体
制
を
つ
く
り

上
げ
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。5／20 災害危険か所パトロール

長
門
市
避
難
場
所

通
　

公
　

民
　

館

通

漁

業

協

同

組

合

（
漁
村
セ
ン
タ
ー
）

田

の

浦

公

会

堂

通
　

中
　

学
　

校

大

日
比

共
同

作

業

場

青
海
地
区
多
目
的
研
修

集
　
　
　

会
　
　
　

所

青

海

島

小

学

校

青
海
区
集
落
セ
ン
タ
ー

後

ヶ

迫

集

会

所

西

深

川

保

育

園

深
　

川
　

小
　

学
　

校

深
　

川
　

中
　

学
　

校

境
　

川
　

公
　

会
　

堂

農
会
未
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

セ
　
　
　
ン
　
　
　
タ
　
　
　
ー

板
　

持
　

公
　

会
　

堂

向
　

陽
　

小
　

学
　

校

施
　
設
　
名

通
9

区

通
1
1
区

通

16

区

通

15

区

大

日

比

大
　

泊

大
　

泊

青
　

海

後

ヶ

迫

上

の

原

藤
　

中

境
　

川

小

河

内

板

持
3

河
　

原

所
在
地

仙
崎
漁
業
協
同
組
合

仙
　
崎
　
公
　
民
　
館

仙
　
崎
　
小
　
学
　
校

仙
　
崎
　
保
　
育
　
園

仙
　
崎
　
中
　
学
　
校

東
深
川
保
育
園

中
　
央
　
公
　
民
　
館

武
　
　
　
道
　
　
　
館

大
寧
寺
（
グ
ラ
ン
ド
）

大
　
畑
　
小
　
学
　
校

深
川
中
学
校
大
畑
分
校

西
　
　
　
念
　
　
　
寺

俵
　
山
　
公
　
民
　
館

俵
　
山
　
小
　
学
　
校

俵
　
山
　
中
　
学
　
校

熊
の
山
公
園
グ
ラ
ン
ド

施
　
設
　
名

南
　

町

錦
　

町

鳥
越
町

正
明
市
4

藤
　
中

門
　
前

渋
木
2

木
　
津

大
羽
山

湯
　
町

所
在
地

が
け
崩
れ
危
険
か
所

名
　
称

位
　
　
　
置

通
　
地
区

西
　
　

町

荒

神

山

小
浦

剛

恋

真
弓

の
木

観
音
浴
１

〃
２

流
　
川
１

〃
　
２

田

の

浦

通
西
町

〃
荒
神
山

〃
田
の
浦

〃
真
弓
の
木

〃
番
山

〃
観
音
浴

〃
東
流
川

〃
流
川

〃
田
の
浦

仙
崎
地
区

大
日
比
１

〃
　
２

〃
　
３

〃
　
４

大
　
泊
１

〃
　
２

清

水

場

江
　
　

尻

青
　
海
１

〃
　
２

惣
　
　

津

荒
　
　

神

白
　
潟
１

〃
　
２

〃
　
３

中

の

蔵

仙
崎
大
日
比

〃

追

〃

六
浦

〃

大
日
比

〃

大
泊
先
山
の
神

〃
　
〃

山
の
神

〃
　
〃

向
瀬
戸

〃
　
〃
水
海
浜
土
手

〃

青
海
平
追

〃
　
〃

座
頭

〃

白
潟
三
区
惣
津

〃
　
〃
　
〃

荒
神

〃
　
　〃
　
一
区
向

〃
　
　〃
　
　〃

〃
　
〃
下
り
松

〃

鳥
越
町
中
の
蔵

深
川
地
区

田
　
屋
１

〃
　
２

緑
ヶ
丘

中
　
　
山

藤
　
中
１

藤
　
中
２

東
深
川
田
屋

〃
　
　
〃
山
手

〃
　

緑
ヶ
丘
堤
山

〃
　

中
山
藤
中
原

〃
　

藤
中
南
大
迫

〃
　

藤
中
原

名
　
称

位
　
　
　
置

城
　
　

山

後

ヶ

迫

境
　
　

川

大

河

内

河
　
　

原

殿
　
　

台

湯
　
本
１

〃
　
２

〃
　
　

３
〃
　
４

三
ノ
瀬
１

〃
　
２

〃
　
３

山

小

根

瀬
　
　

戸

犬
　
畑
１

〃
　
２

荒
　
　

槇

市

の

尾

坂
　
　

水

大
　
　

垰

真
　
木
１

〃
　
２

浴

東
深
川
正
明
市
四
区
西
室
木

西
深
川
後
ヶ
迫

〃
　
境
川
浜

深
川
湯
本
大
河
内

〃
　
〃

河
原
臺
台

〃
　
〃

殿
台
宗
金

〃
　
〃

湯
端

〃
　
〃

岡
村

〃
　
〃

平
町

〃
　
　〃
　
谷
川

〃
　
〃

三
の
瀬
口

〃
　
〃

三
の
瀬

〃
　
〃

向
ヶ
迫

渋
木
山
小
根
瀧
の
下

〃

瀬
戸

〃

八
幡

〃

西
大
畑

〃

大
地

〃

下
河
原

〃

坂
水

〃

大
垰
北
山

真
木
平
六

〃

尾
崎

〃

浴

俵
山
地
区

湯
　
町
１

〃
　
２

〃
　
３

〃
　
４

〃
　
５

向
　
　
名

黒
　
　
川

柿
の
木
川

宮
の
台

俵
山
湯
町

〃
　
〃
古
屋
河
内

〃
　
〃
湯
ノ
野
田

〃
　
〃
湯
の
沖

〃
　
〃
森
脇

〃
郷
向
名

〃
下
黒
川

〃
大
羽
山
柿
の
木
川

〃
　
〃
西
築
地
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